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民族共生象徴空間の整備状況について
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民族共生象徴空間（中核区域）の整備状況について

・平成29年5月から国立民族共生公園の土地造成工事（プレロード）に着手。
・国立アイヌ民族博物館については、平成30年1月に工事着手。
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・平成29年5月に土地造成に着手するとともに、慰霊行事施設及びモニュメント
の整備を進めている。
・「墓所」となる建物については、今年度中に工事に着手する予定。

平成２９年１２月２９日撮影

【慰霊行事施設】
平成３０年３月概成予定（一部工事は平成３０年度実施）

【モニュメント】
平成３０年３月
完成予定

【「墓所」となる建物】
今年度中に工事着手予定

※敷地面積：４．５ha
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民族共生象徴空間（慰霊施設）の整備状況について


